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書評

　水のような本である。『多飲症・

水中毒―ケアと治療の新機軸』と

いう題名の通り，至極当然のよう

に水と身体のかかわりのことが書

かれた本なのではあるが。ブルー

と白の 2 色のシンプルな美しい

装丁で飾られ，さっぱりとした筆

致で書かれて大層読みやすい。し

かし，読者はその美しさに惑わさ

れ，ふわりと読み流してしまって

はいけない。この本には，多飲症

に罹患した人々が示す，水への飽

くなき要求と依存，あるいはその

経過中に訪れる激しい消化器症

状，失禁，低ナトリウム血症，神

経症状，意識障害，けいれん発作，

昏睡という身体症状が描かれてい

る。本書は疾病に真正面から向か

い合うタフでハードな治療記録で

もある。

　水中毒は精神科臨床医療では治

療の中で，身体管理上，最も苦慮

する病態の 1 つである。本書を紐

説くと，ヒトの身体における水の

あり方をあらためて意識させられ

る。

　第 1 部「多飲症・水中毒につい

ての Q & A」，第 2 部「実践編」，第 

3 部「知識編」と 3 部構成になっ

ており，水中毒の疾患を治療した

経験のない医師やスタッフや医学

生にも理解しやすい。例えば，知

識編にある人体と水のバランス，

ヒトの体重の約 60％が水分であ

り，さらにそのうちの 3 分の 2 が

細胞内液で，3 分の 1 が細胞外液

である。そしてこの水分バランス

を一定に保つために，浸透圧受容

体と圧受容体の変化は神経伝達を

介してモニターされ，随時調整が

行われている。あらためてヒトの

身体における水との切っても切れ

ない睦まじい関係性をみるような

心持ちがする。しかし，いったん

この睦まじさが壊れたとき，水中

毒という特殊な病態を呈するので

ある。

　編者である川上宏人医師と松浦

好徳看護師長らが勤務されておら

れる山梨県立北病院以外でも，慢

性期の統合失調症入院患者さんた

ちを治療している精神科病院にお

いては，高い頻度で水中毒患者に

遭遇する。深刻な水中毒の症状に

スタッフは慌てふためき，「どう症

状に対応し，介入し，治療してい

けばよいのか」と難渋するところ

である。編者らも水中毒治療に葛

藤した時期もあったであろうと推

察される。なにせ治療者が「水を

飲むと倒れるぞ，飲み過ぎるな」

と真剣に患者に諭し，水から脅迫

的に遠ざけようとすればするほ

ど，そうした人は水を求めるもの

だから。

　編者らの山梨県立北病院では，

患者らが看護室で水を飲むこと

（申告飲水）を第一義的に重要な行

動変容ととらえ，多少水を多く飲

んでしまっても，みえないところ

で水を飲む（隠れ飲水）より病態

経過は好転しているととらえてい

る。治療における信頼関係が何よ

りも大切という視点を持つ。そし

て患者への心理教育，多飲症家族

教室を地道に積み重ねる。さらに，

多飲症専門病棟までをも構築し，

多飲症・水中毒という複雑な病態

に向かい合う。このような精神科

治療者の真摯な姿勢を示し得たこ

とこそが，水のごとき清楚な様態

を持つ本書の最も本質的な美点で

ある。

　アルコール依存，薬物依存，摂

食障害，また自身を傷つけるほど

他者の愛情を惜しみなく求める人

格障害など，ヒトの渇望と依存性

から生まれるさまざまな精神疾患

の治療書，指南書は世にあまたと

存在する。しかし，水中毒という

特殊な疾病において，新たにこの

ような良書が生まれたのは初であ

り，その点が大変喜ばしい。

　荘子いわく「交わること水の如

し」である。水中毒を含めた依存

性・中毒疾患を持つ患者と治療者

間には，まずは穏やかな協力的潮

流を作りあげていきたい。患者と

治療者は，依存物質抑止のみを目

的とした「水と油」の関係に決し

て陥ってはいけない。
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